
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

17,510,113

0

17,903,388

0

17,510,113

計　画

24,926,000

0

24,926,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０３０１０３－００３－０１－０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

報償金 149,000

17,903,388 24,926,000

特　記　事　項

特　記　事　項

入所判定委員会報償金　2回開催

老人保護措置費

17,510,113

金　額

特　記　事　項

74,200

17,435,913委託料委託料17,829,188

養護老人ホーム入所措置者数

7人 9名

報償金 74,200

24,777,000委託料

サブリーダー 吉葉恵子

計
画

65歳以上の方で、身体上、精神上、環境上及び経済的理由により、居宅での生活が困難な方
を、養護老人ホームに入所措置をする。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

報償金

老人施設入所措置費

実
績

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 社会福祉

財
　
源

入所措置が必要と思われる高齢者を、入所判定委員会に諮り決定した。
平成20年度実績
　既入居者　7名
　新規措置者　4月から1名　11月から1名

どのような成果が現れます（現れました）か？

保護者からの虐待や放置等のために生命の危機にさらされた高齢者を養護老人ホームに入所措置
することで、安心した生活が送れるようになる。

生活困窮や養護者からの虐待等による危機から脱し、安定した生活が送れています。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


